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同
大
学
の
同
窓
会
組
織
「
緑

丘
会
」
は
、
豊
島
区
池
袋
の
高

層
ビ
ル
「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
」

の
57
階
に
本
部
（
緑
丘
会
館
）

を
置
い
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
旧
制
専
門
学
校
時

代
の
卒
業
生
で
、
同
ビ
ル
を
建

設
し
た
三
菱
地
所
社
長
を
11
年

に
わ
た
り
務
め
た
、
故
・
中
田

乙
一
氏
（
32
年
卒
）
の
尽
力
に

よ
る
も
の
。
中
田
氏
は
三
菱
地

所
を
全
国
規
模
の
総
合
デ
ベ
ロ

ッ
パ
ー
に
成
長
さ
せ
た
〝
中
興

の
祖
〟
と
し
て
知
ら
れ
る
。

「
北
に
一
星
あ
り
、
小
な
れ
ど

そ
の
輝
光
強
し
」
と
い
う
言
葉

で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
商
大
は

規
模
こ
そ
小
さ
い
が
、
中
田
氏

を
は
じ
め
多
く
の
人
材
を
日
本

全
国
に
送
り
出
し
て
い
る
。

　

商
大
は
87
年
度
か
ら
、
そ
う

し
た
人
材
が
各
自
の
専
門
分
野

を
も
と
に
講
義
す
る
「
エ
バ
ー

グ
リ
ー
ン
講
座
」
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。
金
融
、
サ
ー
ビ
ス
、

法
曹
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で

活
動
す
る
Ｏ
Ｂ
の
〝
生
き
た
〟

話
が
聞
け
、
単
位
認
定
も
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
開
始
以
来

学
生
か
ら
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　

１
月
25
日
、
今
年
度
で
30
年

目
の
節
目
を
迎
え
た
同
講
座
は

当
日
が
最
終
講
義
だ
っ
た
。

　

講
師
を
務
め
た
の
は
三
國
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
副
社
長
の
塚
原
敏

夫
氏
（
90
年
卒
）。
塚
原
氏
は

昨
年
、
上
川
管
内
上
川
町
に

「
上
川
大
雪
酒
造
」
を
設
立
し

日
本
酒
の
醸
造
を
手
が
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
同
社
の
設
立
に

際
し
て
は
緑
丘
会
人
脈
が
大
い

に
活
躍
。
酒
蔵
の
名
前
も
「
緑

丘
蔵
」
と
名
付
け
て
い
る
。

　

こ
の
日
の
講
義
で
は
塚
原
氏

の
経
歴
や
同
社
設
立
の
経
緯
が

語
ら
れ
、
出
席
し
た
学
生
た
ち

は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

写
真
は
講
義
に
集
ま
っ
た
緑

丘
会
会
員
の
面
々
だ
。

　

右
か
ら
緑
丘
会
札
幌
支
部
副

支
部
長
の
小
林
信
三
氏
（
70
年

卒
）、
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
講
座

実
行
委
員
長
を
務
め
る
シ
ン
ク

シ
ス
テ
ム
ズ
会
長
の
小
椋
俊
秀

氏
（
83
年
卒
）、
同
札
幌
支
部

長
で
シ
ー
ズ
・
ラ
ボ
社
長
の
山

田
二
郎
氏
。
そ
の
隣
は
一
昨
年

６
月
か
ら
緑
丘
会
理
事
長
を
務

め
て
い
る
、
元
住
友
商
事
副
社

長
の
島
崎
憲
明
氏
（
69
年
卒
）。

網
走
管
内
湧
別
町
出
身
で
、
現

在
も
多
く
の
役
員
や
公
職
を
務

め
る
、
商
大
出
身
者
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
だ
。

　

さ
ら
に
塚
原
氏
を
挟
ん
で
、

昆
野
照
美
氏
（
87
年
卒
）、
成

松
郁
子
氏
（
80
年
卒
）、
宮
町

比
佐
子
氏
（
79
年
卒
）
は
商
大

の
「
札
幌
サ
テ
ラ
イ
ト
」
で
活

動
中
だ
。　
　
　
　
　
（
清
水
）

　

小
樽
商
科
大
学
は
、
１
９
１

０
年
に
旧
制
専
門
学
校
の
「
官

立
小
樽
高
等
商
業
学
校
」
と
し

て
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
第

２
次
世
界
大
戦
中
に
小
樽
経
済

専
門
学
校
と
改
称
。
戦
後
の
49

年
に
は
新
制
大
学
へ
移
行
し
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

緑丘会
小樽商科大学同窓会
小樽商科大学キャンパス内
にて（1月25日）


